
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け

事故区分 埋設物等損傷 性別 ― 年齢 ― 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

事前の現地調査を十分に行い、汚水配管ルート及び立ち上げの正確な位置を図面に記録し、確認を
行う。
配管立ち上げ付近の施工前に再度確認し、現場代理人立会の下施工を行う。

事故状況図

改善状況図

令和４年２月１５日（火曜日）　１５時００分

汚水管の一時的な詰まり（第三者への影響なし）

山留工（柱状改良杭）の施工中に、深度約1.8mにあった汚水管（φ200mm）を破損させた。

設計図の配管立ち上げ位置と現地の位置がズレていたことに気が付かず、山留工事を行った。

建物の新築工事

汚水管

柱状改良杭

汚水配管ルートの正確な位置を確認し、位置を記録


